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あ
か
つ
き
館
は
平
成
10
年
の

開
館
か
ら
15
年
が
過
ぎ
、
館
内
の

天
井
、
壁
に
雨
漏
り
の
染
み
や
黒

カ
ビ
が
目
立
ち
、
屋
上
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
も
裂
け
目
が
入
っ
て
い

る
。
排
水
が
十
分
に
で
き
て
い
な

い
せ
い
か
外
の
白
壁
に
は
黒
い
筋

の
様
な
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、「
非

常
口
と
ホ
ー
ル
が
カ
ビ
臭
い
」
な

ど
住
民
の
声
を
聞
く
が
、
何
か
抜

本
的
な
対
策
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
指
定
管
理
者
に
な
っ
て
か
ら

企
画
展
等
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、

利
用
者
も
増
え
、
来
館
者
が
気
持

ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
な
改
修

が
望
ま
れ
る
。
今
議
会
に
修
繕
調
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教
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もり はる   し

査
費
１
１
４
万
円
が
組
ま
れ
て
い

る
が
、中
途
半
端
な
も
の
で
な
く
、

高
額
に
な
っ
て
も
後
十
年
ぐ
ら
い

は
何
も
手
を
加
え
な
く
て
も
良
い

よ
う
な
完
全
な
修
繕
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

指
摘
の
よ
う
に
雨
漏
り
、
外
壁

の
汚
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
等
の
修
繕
を
要
す
る
個
所
が

多
く
あ
る
。
カ
ビ
臭
い
の
は
利
用

さ
れ
な
い
期
間
、
ホ
ー
ル
を
締
め

切
る
事
に
よ
る
管
理
上
の
問
題
も

多
少
あ
る
と
思
う
。
本
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
に
な
り
、
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
色
々
な
企
画
を
立
て
る

こ
と
で
入
場
者
は
確
か
に
増
え
て

い
る
。
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
な
る
事

で
蔵
書
だ
け
で
な
く
、
上
林
暁
関

係
の
貴
重
な
歴
史
的
資
料
の
損
傷

も
考
え
ら
れ
る
事
か
ら
も
改
修
工

事
実
施
設
計
委
託
予
算
を
計
上
し

た
。
そ
の
結
果
を
も
っ
て
平
成
26

年
度
に
予
算
計
上
し
、
早
期
に
改

修
を
行
い
た
い
。

　
　

平
成
23
年
９
月
議
会
で
錦
野

児
童
公
園
入
口
の
進
入
路
の
拡
張

と
ト
イ
レ
の
改
修
の
質
問
を
し

た
。
拡
張
工
事
は
平
成
24
年
度
末

に
完
成
し
、
地
区
住
民
一
同
が
感

謝
し
て
い
る
。

　

問
題
は
ト
イ
レ
で
、
昭
和
53
年

12
月
開
設
で
照
明
は
無
く
、
女
性

用
１
基
（
戸
は
修
繕
し
な
が
ら

使
っ
て
い
る
よ
う
な
現
状
）、
男

性
用
３
基
の
耐
用
年
数
は
十
二
分

に
過
ぎ
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に

は
地
区
内
外
よ
り
多
く
の
住
民
が

避
難
さ
れ
る
指
定
場
所
、
自
然
現

象
は
誰
に
も
止
め
ら
れ
な
い
も
の

だ
。
特
に
弱
者
、
女
性
の
方
に
は

安
全
安
心
な
ト
イ
レ
が
必
要
で
あ

る
。
障
が
い
者
用
１
基
、
女
性
用

４
〜
５
基
と
照
明
、
災
害
避
難
時

を
重
点
的
に
考
え
断
水
を
想
定
し

汲
み
取
り
式
に
す
る
等
の
設
備

で
、
平
成
23
年
９
月
議
会
の
答
弁

で
は
改
築
に
取
り
組
む
と
い
う
事

で
あ
っ
た
が
、
予
算
の
関
係
で
ト

イ
レ
の
改
築
の
話
は
頓
挫
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
早
い
時
期
に

完
成
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
べ

き
だ
。

　

整
備
に
つ
い
て
は
拡
幅
と
ト
イ

レ
の
改
修
を
セ
ッ
ト
で
、
都
市
防

災
総
合
推
進
事
業
で
進
め
て
き

て
、
平
成
24
年
度
に
進
入
路
拡
幅

は
完
了
し
た
。

　

ト
イ
レ
は
同
補
助
事
業
対
象
に

な
ら
ず
改
築
に
至
ら
な
か
っ
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
か
児
童
公
園
の

要
件
や
防
災
時
の
ト
イ
レ
は
一
番

格
安
の
見
積
も
り
で
１
７
０
０
万

円
、
防
災
機
能
を
十
分
に
備
え
る

と
３
千
万
円
と
高
額
に
な
り
、
老

朽
化
や
災
害
時
一
時
避
難
場
所
の

指
定
の
公
園
と
な
っ
て
い
る
事
か

ら
、
補
助
事
業
を
調
査
し
て
県
へ

要
望
を
上
げ
協
議
し
て
対
応
を
し

た
い
。

　
　

働
く
場
の
確
保
と
企
業
誘
致

を
ど
の
様
に
具
現
化
す
る
か
。

　

雇
用
の
場
の
確
保
。
こ
れ
が
最

重
要
課
題
。
今
回
の
新
産
業
創
造

事
業
（
缶
詰
工
場
）
だ
け
で
も
相

当
の
労
力
を
要
す
る
の
で
、
力
量

に
あ
っ
た
取
り
組
み
を
す
る
。
あ

ま
り
欲
を
広
げ
過
ぎ
る
と
、
商
品

と
し
て
十
分
な
も
の
が
で
き
な

い
。
更
に
、
既
存
の
産
業
支
援
は

精
度
の
高
い
施
策
を
検
討
し
た

い
。
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黒
潮
町
は
誰
の
も
の
か
。
町

民
を
真
ん
中
に
見
据
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
行
政
は
町
民
に
姿
、

形
を
見
せ
て
い
る
か
。

　

更
に
町
民
の
先
頭
に
立
ち
、
業

務
に
取
り
組
む
よ
う
職
員
を
育
成

し
て
い
る
か
。

　

黒
潮
町
は
町
民
全
員
の
も
の
。

町
民
福
祉
の
た
め
今
後
も
精
一
杯

頑
張
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
満
足
し

て
も
ら
え
る
行
政
運
営
に
努
め

る
。

　
　
「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
」
の

駅
の
手
す
り
と
斜
路
の
改
善
は
い

つ
行
う
か
。

　

９
月
27
日
開
催
予
定
の
会
議
で

関
係
市
町
村
に
必
要
性
を
訴
え

る
。
ま
た
、
国
へ
の
補
助
金
要
望

も
行
っ
て
お
り
、
最
速
で
こ
と
が

進
め
ば
、
来
年
度
予
算
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
駅
の
利
用
者

数
か
ら
み
て
、
採
択
は
厳
し
い
と

予
想
さ
れ
る
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
が
障
が
い

者
の
疑
似
体
験
を
し
て
い
る
。
こ

れ
に
町
も
取
り
組
む
か
。
両
足
へ

棒
を
く
く
り
付
け
、
10
ｍ
の
階
段

を
上
が
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

　

新
採
用
職
員
研
修
や
５
、
10
年

目
の
研
修
、
更
に
人
権
研
修
で
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
と
も
関

係
機
関
と
共
に
取
り
組
む
。

　
　

中
角
の
立
ち
退
き
で
課
題
が

あ
る
よ
う
に
、
自
動
車
専
用
道
等

の
事
業
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、

地
権
者
、
区
長
が
様
々
な
要
望
等

を
行
う
前
に
、
行
政
が
先
に
地
権

者
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
要
望
等

を
聞
く
な
ど
し
て
、
課
題
解
決
に

取
り
組
む
つ
も
り
は
な
い
か
。

　

住
民
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を
基

本
に
、
町
民
生
活
の
安
定
と
幸
せ

作
り
の
た
め
に
、
地
権
者
等
の
悩

み
を
事
前
に
把
握
し
、
課
題
解
決

に
向
け
努
力
し
た
い
。


